『ガンの真相と終焉』（小林常雄著）を読んで
　私は小林先生の治療を直接受けた経歴を持つがんサバイバーという立場から読後の感想を一言述べたいと思います。

　

　まず、この本が強調しているのが、がんの原因を「ミトコンドリアの呼吸代謝異常」としてとらえていることです。「がんを見る視点」の大転換です。そこから、ミトコンドリアを復活させることにより、がん細胞も正常細胞に戻りうるという驚くべき新しい治療体系も生まれてきます。そのような希望的な研究成果も紹介されています。

　上記の観点から私の受けた治療を振り返ってみると、私のがんは子宮から肺に７カ所転移していましたが、温熱治療により原発がんも転移がんも消えた（がんの退縮）という体験をしました。これは、温熱により、ミトコンドリアが復活し、ミトコンドリアの呼吸代謝異常が正常化し、がん細胞のアポトーシス（自殺）が誘導され、正常細胞に戻ったという現象だったのだと説明できます。
　がんは無限に増殖していくので、正常細胞に戻ることはないとみなされているので、病院では、切り取るか、放射線で殺すか、抗がん剤でやっつけるという発想しか生まれないのです。がんを見る視点をミトコンドリア説に変える治療により、がんが正常細胞に戻るという考えられないことが現実に我が身に起きたのです。
　ただこの本では、「ミトコンドリアの復活には熱が大きく関与している」との言及があるだけで、温熱療法に関する具体的な説明がありません。このことに少しでもページを割いてほしかったです。
　さて、この本のすごいところは、「いかにがん死を減らせるか」という人類の最大の課題にたいして、実行すれば確実にそれが実現できるという具体的な方法を提示していることです。
　がんの予知や予防はできないという先入観に対し、そこに第１次予防を可能にする切り札として登場したのがこの本で紹介されている小林先生の開発されたがんの予知予防診断法である「腫瘍マーカー総合診断法（ＴＭＣＡ検査）」です。

　ところで、私は既にこの検査法を３０年以上前から受けてきましたので、どのような検査なのか、またその検査結果を予防にどのように生かせばいいかもよく知っている立場にあります。がん再発を４０年近く予防でき、元気な今の私があるのはこの検査法のおかげです。私の体験から先生の大言壮語ではなく、確実にがんを予知予防できる検査法であると思います。２０年以上すでに多くの人で有効であると実証されていますし、正確性、精密性において他のがん発見法の追随を許さないものだと思っています。

　私はこのがんの検査法を実際に受診した体験者として、また、いろいろな予防法に取り組んできた立場からこの本を読んでみると、この本の一番注目すべきところは、第２章１０３ページの『がんの成長過程と腫瘍マーカー総合解析法５段階評価」という図表だと思います。この本の言わんとすることや要点がすべてこの図表一つに集約されているからです。

　この本の全体を読んだうえで、じっくりとこの表を眺めてみると、自分のがん予防やがん治療をどうすればいいのかという全体像が俯瞰できます。

　まだがんになっていない人は、自分だけはがんに罹らないと楽観している人がほとんどだと思います。会社の定期健診や集団検診を定期的に受けていても発見されたときは手遅れだったという話をよく聞きます。そういう検査はザルのように目が粗いため、大きながんしかひっかからないからです。

　そのため、網目が非常に小さく、ミクロがんのレベルでも見落としのない小林先生のTMCA検査があってこそ本当の予防が可能になるのです。

　TMCA検査では、自分の内に既に存在するがんがどの段階（ミクロがん、ミリガン、前がん）かが分かります。そしたら、次にその段階に応じた食事や運動など生活習慣を変えるなどの予防的対策に取り組めば良いのです。

がん危険度が高いと判断された場合の介入方法も紹介されています。

　

　また、病院や医師は、一度がんに罹ったひとに再発を防ぐ方法を教えてくれません。がんが大きくなる前に手を打たなければならないのに、がんが大きくなるのを待ってそれを確認する検査です。これではがん死を減らすことはできません。

　がんサバイバーは「いつ再発するか」という不安を抱えています。TMCA 検査法は超早期発見できるので、先手を打って再発を防ぐことができます。再発の不安から解放されるのです。

　この検査法を受診する人が多くなれば、間違いなく確実にがん死を減らすことができるようになると思います。

　「がん死を減らすには第１次予防を進めるしかない」という小林先生の訴えに私も大いに啓発され、がん予防闘病支援のためのNPO法人を設立し、ささやかですが、がんの第１次予防に取り組んできました。
　本当にまじめにがん死を減らそうと考えるなら、既にできたがんを発見する第２次予防ではなく、がんそのものに罹る人を減らす第一次予防を推進すべきだと考えるのが普通ではないでしょうか。これは小学生でもわかる理屈です。

　米国では『ファイブ・ア・デイ運動」など第一次予防に積極的に取り組んでいますが、残念なことに、日本政府や行政は第一次予防には関心なく、がん対策は早期発見早期治療の第２次予防が中心となっています。これではがん死を減らすことはできません。がん死は年々増加し続けているではありませんか。

　いずれにしても、がん予防は他人任せにするのではなく、日々の生活で第一次予防に取り組みながら、これに小林先生の検査法を加えれば鬼に金棒といえるでしょう。
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